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１．はじめに 

 

人口減少時代を迎え、国の政策として都市構造の集

約化（コンパクト化）がようやく基本方針として提示さ

れた1)。しかし、実際に最前線で都市計画を担っている

各地方自治体の行政担当者の実感として、都市コンパク

ト化政策へと転換することはまだ心理的に抵抗感があり、

その理解と責任は十分に浸透していない2)。この乖離を

埋めるために筆者らは地方自治体の都市計画行政担当者

などおよそ1,000人を対象に講習会を重ねてきた。その

中で、担当者個人が社会的関係資本（ソーシャル・キャ

ピタル(SC)）に対する一定の理解、志向性、および親和

的な関係性などを有していることが、都市コンパクト化

政策受け入れ・実行に対する態度形成・変容の促進に影

響しているという感触を得た。 

本稿ではこのような個人のSCに対する親和的な関係

性をソーシャル・キャピタル・キャパビリティ(SCC)と

新たに定義し、上記の感触が実際の仮説として成立する

かを検討する。換言すれば、担当者のSCCが今後の都市

計画を進める上で今までにも増して大きな意義を持つの

ではないかという、一見当たり前ではあるが、現在まで

全く実証されていない課題に対して取り組むことが本稿

の目的である。また、もしもその仮説が実証されたとす

れば、そのようなSCCの形成はそもそも何によって説明

され、その育成の鍵はどこにあるのかということも本稿

で解くべきもう一つの本質的課題となる。 

後述するように、SCには今後の地域づくりにおいて

大きな期待が各所で寄せられ、研究事例も数多い。しか

し、現在までに取り組まれた検討対象は住民であり、都

市構造づくりの鍵を握る都市計画行政担当者を対象に検

討が行われるという視点自体が今まで存在しなかった。  

以上のような問題意識のもとで、本論文では下記の 
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分析を実施する。 

1)地方自治体における都市計画行政担当者個人のSCCに

応じて、都市コンパクト化に対する理解・責任とい

う面で、態度形成・変容に違いが見られるかどうか

を定量的に明らかにする。 

2)地方自治体における都市計画行政担当者個人のSCCが

何によって説明、そして醸成されるのかを定量的に

検討する。必要に応じて外部観察が一般に不可能な

個人の生い立ちや経験までさかのぼった遡及分析

（レトロスペクティブ・アナリシス：retrospective 

analysis）を試みる。 

分析においては全国の多様な地方自治体に所属する

都市計画行政担当者を広く対象とした。具体的には、被

験者を一同に集めて解説を加えながら同一条件で講習と

意識調査を並行して実施するワンショット型レクチャー

(OL)を通じてデータの収集を行った。 

 

２．既存研究のレビューと本研究の特長 

 

（１）既存研究のレビュー 

SC は Jacobs3)や Putnam4)の研究以降、数多くの取り組

みや紹介が行われてきており、2007 年頃までの整理は

既に数多く行われているため 5)6)、重複となる解説はこ

こでは行わない。その一般的な定義として、「人々の協

調活動を活発にすることによって社会の効率性を高める

ことのできる『信頼』、『規範』、『ネットワーク』と

いった社会の特徴」という考え方が提示されており、本

研究もそれに従う。ちなみに計画分野の研究者による、

地域での実際の問題解決を目的とした SC 概念の導入は

迅速で、多くの優れた研究蓄積が既に存在する 7)8)。近

年では特にその応用範囲も広がっており、建築協定との

関連 9)、評価モデルの構築 10) 、温暖化対策への展開 11)

などのケーススタディも見られる。 

このような流れの中で、特に重要となってきたのは、

どうすれば SC が社会として醸成されるのだろうかとい

う本質的な課題 12)である。各国の現状を取りまとめた

最新の整理 6)でも、その最後の章を割いてその検討の重

要性が説かれているが、十分な検討は未だなされていな

い。なお、SC と一部で重なる概念として、「地域愛



着」に着目した研究も近年盛んに行われてきており、そ

の醸成については既に検討が加えられている 13) 14)。 

 

（２）本研究の特長 

 本研究の特長について、以下に示す。 

1)今後の都市構造形成において極めて大きな影響力を持

つ地方自治体の都市計画行政担当者をはじめて対象

とし、個人の SC に対する親和性（キャパビリティ）

の観点から解題する。 

2)多様な自治体の担当者から幅広く同一条件で、かつ短

時間で信頼性の高い分析データを得ることのできる

OL 方式で調査を実施している。そもそも OL の機会

をこれだけ設定すること自体が容易ではなく、現時

点でこの課題に対してこれ以上の調査は不可能とい

える。 

3)都市計画行政担当者個人の SCC 形成要因について定

量的な検討を行うだけでなく、その行政担当者個人

の生い立ちや経験にまで遡及してその醸成プロセス

を探る実質的な検討を独自のレトロスペクティブ・

アナリシスとしてはじめて実施する。 

 

３．調査の概要 

 

本研究で論拠としたのは、下記の2種類の独自調査で

ある。いずれも地方自治体の都市計画行政担当者に対し、

都市のコンパクト化に関する個別のOLとして意識調査

を行ったものである。  

Ⅰ．SCCに関する形成要因（一般外部観察可）調査： 

担当者のSCCが異なることによって、どれだけコンパ

クトな都市づくりに対する態度形成・変容に差が生じる

（効果）かをOLを通じて調査している。ここでSCC項

目として採用したのは、既存の調査・研究結果15)などを

参考に、SCCの中でも心理的側面を表す3項目を選んだ。

具体的には、SCC1)所属地域の歴史・文化・伝統に対す

る誇り（以下「地域への誇り」と表記）、SCC2)所属地

域の市民に対する信頼感（以下「市民への信頼」と表

記）、SCC3)同僚や仕事でかかわりのある人に対する信

頼感（以下「同僚への信頼」と表記）の3項目である。

また、調査においては年齢や性別、勤務経験などの外部

観察可能な諸要因をあわせて問うている。20都道府県68

市区町村の259名の都市計画行政担当者より回答を得た。 

Ⅱ．レトロスペクティブ調査： 

上記の外部観察可能な個人属性でとらえることので

きないSCC醸成プロセスについて、行政担当者個人の生

い立ちや経験にまでたちもどる遡及調査(レトロスペク

ティブ調査)を行った。設問の本質的な部分については、

選択肢方式ではなく、記述方式で回答を求めている。44

都道府県82市区町村の215名の都市計画行政担当者より

回答を得た。 

これらのⅠ、Ⅱのデータベースを構成するOLはいず

れも2008年から2009年の間に実施し、情報提供内容を統

一することに配慮して必ず同一者が話題提供を行った。

ちなみにⅠ、Ⅱの調査とも回答サンプルは北海道から九

州まで、また東京から人口3万人程度の小都市までを幅

広くカバーしている。なお、アンケート部分では先述の

SCCに関する項目について全て5段階でその水準を尋ね

ている。 一方、態度変数の詳細として、A)コンパクト

シティに関する知識レベルの認知・表明、B)コンパクト

シティ（考え方）を受け入れられるか、C)自分が取り組

む気持ちがあるか、D)コンパクトなまちづくりの実現

可能性、E)コンパクトなまちづくりのための都市基盤整

備の必要性、F)コンパクトなまちづくりのための土地利

用整備と公共交通整備の重要性、G)自分の役割の重要

性認知の7つを採用している。OL実施後にOL実施前の

状況も想起し、これら態度変数の前後の水準（5段階評

価：全くあてはまらない1～非常によくあてはまる5）を

それぞれ回答する形をとった。 

 

４．SCCが態度形成・変容に及ぼす効果 

 

地方自治体の都市計画行政担当者のSCCの水準によっ

て、その態度形成・変容にどのような影響・効果を及ぼ

すかを検討するため、以下では調査Ⅰの結果を用いて検

討をすすめる。具体的には、SCCが異なるグループ間で

の態度変数に対する回答値（平均値）が同一母集団から

得られたと考えて妥当かどうかのt検定を行った。検定

においてはそれぞれのSCC項目について、OLを実施す

る前の段階での回答値、OLを実施した後での回答値、

OL実施前後での回答値の差異、の3種の回答値を対象と

し、各態度変数それぞれについて9種の検定を実施した。

この分析結果を表－1に示す。 

この表より、対象としたSCC項目ごとに結果の有意性

のパターンは同一でないことが読み取れる。特にSCC1)

地域への誇りについては態度形成との間に、他のSCC項

目よりも相対的に深い関係があることが明らかとなった。

具体的にB)コンパクトシティを受け入れられるか、C)自

分が取り組む気持ちがあるか、F)コンパクトなまちづく

りのための土地利用整備と公共交通整備の重要性、とい

った有意な差の見られた態度変数を取り上げて回答値を

見ると、図－1に示すような内容となっている。すなわ

ち、SCC1)地域への誇りが高ければ、そうでない者と比

較しOLを受ける以前よりコンパクトシティの考え方を

受け入れている可能性が高く、また自分の役割としても

認識している。OL後においてもこの傾向は顕著である

ことが示されたといえる。 

次に、SCC2)市民への信頼感については、その水準の



差によって平均値が有意に異なるといえるのは、G)ま 

ちや公共交通に関する自分の行動の重要性認知に対する

態度形成・変容の差分のみである。SCC項目の中でもそ

の形成に伴う効果が明確でないといえる。 

最後にSCC3)同僚への信頼については、OL後に多く

の変数において有意差が見られた。この項目については

OL前よりもOL後でSCCの高いグループと低いグループ

間での回答値差が大きくなる傾向がある。すなわち同僚

への信頼が高いグループでは、もともと態度形成はそれ

ほど顕著ではないが、OLを受けた後の態度変容が顕著

であるということができる。同僚を信頼できる人間は、

素直に自分の行動を改めることができるという言い換え

も可能といえよう。 

 以上の結果から、都市計画行政担当者の地域への誇り

や同僚への信頼といったSCCが高ければ、態度形成・変

容に一定の効果が及ぶことが示されたといえる。 

５．SCCの形成を説明する要因 

 

次の課題として、このような都市計画行政担当者の

SCCは、一般的に外部観察可能な個人属性によって容易

に説明可能なのかということが挙げられる。ここでいう

外部観察可能な個人属性とは性別、年齢といった基本的

なものに加え、ごく簡単なアンケート等で情報収集が可

能な、専門分野、コンパクト化業務に実際に関わったこ

とがあるか、所属する都市の規模、勤務年数といった諸

変数を指す。もし説明可能であれば、その情報は今後の

都市計画行政担当者のSCCの形成を促進する上ですぐに

有効活用されることが期待される。 

以上のような問題意識のもとで、本研究では表－2に

示すように、諸属性とSCC項目に対する回答間に関連性

が存在するか、統計的検定を実施した。具体的には独立

性のχ2検定を行い、両変数が独立であるという帰無仮

説が棄却できるかを検討した。この結果、両変数間の関

表－1 SCC が態度形成に及ぼす効果の有意性（t 検定結果、p 値） 

OL前 OL後 差分 OL前 OL後 差分 OL前 OL後 差分

A）コンパクトシティに関する

知識レベルの認知・表明
0.252 0.000** 0.049* 0.454 0.091 0.217 0.175 0.095 0.492

B）コンパクトシティ（考え方）を

受け入れられるか
0.010* 0.036* 0.216 0.269 0.307 0.253 0.291 0.475 0.300

C）自分が取り組む気持ちがあるか 0.000** 0.000** 0.127 0.211 0.306 0.361 0.067 0.009** 0.481

D）コンパクトなまちづくりの

実現可能性
0.236 0.048* 0.024* 0.259 0.431 0.391 0.053 0.011* 0.234

E）コンパクトなまちづくりのための

都市基盤整備の必要性
0.063 0.121 0.281 0.231 0.195 0.469 0.322 0.126 0.361

F)  コンパクトなまちづくりのための

土地利用と公共交通整備の重要性
0.072 0.003** 0.390 0.230 0.199 0.095 0.312 0.000** 0.043

G)　自分の役割の重要性認知 0.014* 0.062 0.077 0.227 0.160 0.035* 0.018* 0.022* 0.260

** * ５％有意で棄却される

SCC3）同僚などに

対する信頼

SCC1）地域の文化・歴

史・伝統に対する誇り

SCC2）所属自治体の

市民に対する信頼感

１％有意で棄却される

SCC項目

態度形成

 

SC1)地域の文化・歴史・伝統に対する誇りが高い人・OL前
SC1)地域の文化・歴史・伝統に対する誇りが高い人・OL後
SC1)地域の文化・歴史・伝統に対する誇りが低い人・OL前
SC1)地域の文化・歴史・伝統に対する誇りが低い人・OL後
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B）コンパクトシティ（考え方）を

受け入れられるか

C）自分が取り組む気持ちがあるか

F）コンパクトなまちづくりのための

土地利用と公共交通整備の重要性

図－1 SCCの違いによる態度形成・変容への効果 

表－2 一般的に観察可能な個人属性とSCCに関する 

関連性（独立性χ２検定、p値） 

属性

SCC1）
地域の文化・
歴史・伝統に
対する誇り

SCC2）
所属自治体の
市民に対する

信頼感

SCC3）
同僚などに
対する信頼

性別 0.262 0.079 0.215

年齢 0.995 0.787 0.290

専門分野 0.765 0.803 0.385

所属組織 0.144 0.772 0.430

コンパクト化
業務の経験

0.051 0.276 0.759

役職 0.117 0.707 0.434

都市規模 0.556 0.533 0.411

勤務年数 0.563 0.026* 0.372

*　５％有意で棄却される  



係の存在が読み取れるのは、SCC2)市民への信頼と勤務

年数の間（それさえ1%有意に届かない）の弱い関係だ

けであり、他の23の組み合わせについてすべて帰無仮説

を棄却できなかった。換言すれば、これら簡単に観察可

能な諸属性とSCCの間には、何らかの関係を認めること

は難しい(互いに独立である)ということになる。すなわ

ち、ある都市計画行政担当者のSCCが高く、別の担当者

のSCCが低くとも、その理由をどこに求めればよいかと

いうことについて、このような簡単な調査だけからでは

十分に明らかにできないということがここで初めて示さ

れたといえる。 

 

６．レトロスペクティブ・アナリシスに基づくSCC醸成

の実態解明 

 

（１）分析の視点 

以上の結果から、年齢や性別、勤務経験などの一般

的に外部観察可能な諸要因からは行政担当者のSCCの形

成要因を有意に検出できず、各自の経験を通じて醸成さ

れていったものと類推される。以下では何が地方行政担

当者のSCC醸成に影響を及ぼしているのか、その観察が

困難な諸要因を個別の個人体験に遡って考究する。なお、

ここでは前章までの成果をふまえてより深く掘り下げた

検討を行うため、SCC項目の中でも、もっとも態度形成

に効果のあった地域への誇りに絞った検討を行うことと

した。またこのために、先述した調査Ⅱ（レトロスペク

ティブ調査）を実施した。 

なお、一般にこのような調査を実施することは通常

は次の3つの観点から不可能である。1)十分な数の都市

計画行政担当者を同一の条件下で調査すること。2)一般

的な個人属性と個別の個人体験の同時調査はその設問の

分量が非常に多くなるため、回答者へ大きな負担をかけ

てしまうこと。なお、上記2点がもしクリアできたとし

ても、3)プライベートな個人体験を問うレトロスペクテ

ィブ調査では、所属を同時に記載させると調査の性格上

（同一自治体所属者が少なく回答者が容易に特定される

ため）、回答内容にバイアスが入る可能性が非常に高い。

本研究ではこの3)の問題に対し、前章までの分析の結果

から所属などの個人属性がSCCに有意に影響していない

ことを既に明らかにしている。このため、調査Ⅱにおい

ては調査Ⅰで問うた個人属性は調査項目に積極的に含め

ず、個人体験のみを記述してもらうことでバイアスの発

生を排除することを可能とした。 

調査Ⅱにおける具体的な設問は、[1]地域に対する誇

りを感じているか、[2]地域の何（対象として）に誇り

を感じているか、[3]地域に対して誇りを持つきっかけ

となったことは何か、[4]何によって地域への誇りが確

かなものとなったかという4項目に加え、地域に対する

誇りというSCC醸成の上で現在までにその有意性が確認

されている[5]その地域での居住期間について、直接設

問を行い、回答を得た。 

 

（２）地域との経年的な関わりと｢地域に対する誇り｣ 

まず、基本的な属性として、回答者がその地域とい

つからどれだけの期間関わってきたのかについて、その

構成を整理したところ、生まれて以降ずっとその地域に

生活している者が全体の過半数を占めていることが明ら

かになった。また、これに子供の頃に転入した者、大学

時代のみその地域を離れた者をあわせた幼少時（義務教

育就学時以前と定義）よりその地域に居住した者が全体

の2/3を占めている。図－2は幼少時をその地域で過ごし

たかどうかによって、行政担当者の地域に対する誇りの

強弱がどの程度異なるかを示したものである。この図よ

り幼少時を過ごした人の過半数が地域に対する誇りを

「強く感じる」、「かなり感じる」、または「感じる」

と回答しており、この逆に「感じられない」という回答

者は幼少時に過ごしていない人で明らかに多いことがわ

かる。幼少時をその地域で過ごすことが、行政担当者に

関しては地域に対する誇りが形づくられる上で少なくな

い意味を有していることが明らかとなった。 

 

（３）何に対して地域の誇りを感じているのか 

 地域の何に対して誇りを感じているかというこ

とも、SCC の醸成を考える上で一つのヒントにな

りえる。本調査では多様な地域からの回答者に対

し、その誇りの対象を事前に想像・特定すること

は容易ではないため、回答者には選択肢を選ぶ形

ではなく、実際に自分が感じている地域に対する

誇りの内容を固有名詞などをベースにしてなるべ

くわかりやすく自由に記述してもらう方法を採用

した。その上で回答された記述内容が項目として 

何を指摘していることに相当するのかを後から調

査者側が判断した（以下の設問も同様）。結果を図

－3 に示すが、比較的回答が多かったのは地域の
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図－2 幼少時にその地域で過ごしたことがSCC 

（地域への誇り）に及ぼす影響 



自然、歴史遺産であり、それらの典型例としては富士山、

信濃川、姫路城、天皇陵、特定の国宝、落ち着いたまち

なみ、といったものであった。この他にも方言（地域特

有の文化）や日本名水百選（食べ物・名物料理など）、

都会らしい高層ビル群（構造物・建築物）といった事例

もみられた。また、世界的な民間企業の本社がある（民

間企業）や、特別な地域奉仕作業の集まりがあること、

また地域への誇りを何かの事柄で説明すること自体が難

しいという回答も寄せられた（いずれもその他）。全体

の傾向として見れば、幼少時からそこで暮らしていた者

が地域の自然や歴史遺産など、「そこに備わっていたも

の」を取り上げる割合が相対的に高いのに対し、後から 
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図－3 地域の何（対象として）に誇りを感じているか 

（指摘率） 
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図－4 地域に対して誇りを持つきっかけと 

なったことは何か（指摘率） 

居住するようになった者は、イベント、構造物・建築物

など「そこでつくりあげるもの」を取り上げる割合が相

対的に高くなっている。 

 

（４）地域に誇りを持つようになったきっかけ 

 地域に誇りを持つようになった最初のきっかけを図－

4に示す。幼少時からその地域に住んでいる者は義務教

育時の授業の影響が非常に大きい。子供の時に地域のこ

とをどのように教えるかということに、大きな可能性が

含まれることが読み取れる。一方、後から居住するよう

になった者は各種メディアを通してきっかけを得ており、

その主たるきっかけは両者で大きく異なることが読み取

れる。メディアとしては一般的な新聞やテレビでの地域

報道の他に、大河ドラマの影響や転入の際に役所で貰っ

た地域情報のリーフレットがきっかけとなったという回

答もみられた。なお、その他の回答として、自分がスポ

ーツ大会で県代表に選ばれたことや、地元にある研究施

設の施設公開に参加したといった個人的体験をあげる者

もあった。 

 

（５）地域への誇りを確かにしたもの 

 図－5 より、居住時期に関わらず指摘が相対的に多い

のは、実際に自分が体を動かしたイベントへの参加（幼

少時に過ごした者で 25%、幼少時に過ごしていない者

で 29%の指摘率）で、その内容はお祭りから、シンポ

ジウムまで幅広い。また、幼少時から住んでいる者は、 

「仕事をするようになって(12%)」「他の地域と比較を

するようになり(14%)」自地域に対する誇りを強固にす

るようになったというプロセスをたどった者が相対的に

多いことが読み取れる。一時的に地域を離れる（大学や

出向などで）という経験(8%)も、自地域しか知らなかっ

た者にとっては自地域に対する誇りを確かなものとする 
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図－5 何によって地域への誇りが確かなものと 

なったか（指摘率） 



機会につながっている点は興味深い。自由記述の結果か

ら、他地域からの訪問者を案内した際、とても喜んでも

らえたことで自地域に対する自信を深めた者も少なくな

い。一方で、後から居住するようになった者は、既に他

の地域を知った上でその地域に入ってきているため、そ

の地域の文化に接触することが誇りの確信へとつながっ

ている(20%)。自由記述の結果から文化との接触に関す

る事例で多いものは地域資源への実地見学や勉強会とな

っている。 

以上の結果より、SCC醸成の道筋はどの行政担当者に

とっても同じというものではなく、いつどこでどのよう

なものにどのようなタイプの者が反応してSCC醸成が進

んでいるのか、特に幼少時からその地域で過ごしている

か否かに着目して代表的なパターンを例示することがで

きた。幼少時からの居住者は「地域にもともと備わって

いたもの」に対して誇りを感じ、他地域との比較を通じ

てそれを確かなものにしていくのに対し、後から地域に

来た者は「そこでつくりあげるもの」に対して関わるこ

とで地域への誇りを高めていく割合が相対的に高いこと

が明示された点は、本研究で得られた新たな成果であり、

今後のSCCの育成を考える上で注意が必要なポイントと

いえる。 

 

７．おわりに 

 

本研究の成果は下記のとおりである。 

1)これからの都市構造を構築していく上で、その鍵を握

る地方自治体の都市計画行政担当者個人を対象とし

て、初めてそのSCCが態度形成・変容に及ぼす影響を

定量的に明らかにした。この結果、地域への誇りや

同僚への信頼といったSCC項目の水準が高い担当者に

おいて、統計的に有意な形でコンパクトな都市づく

りに対して態度形成・変容が促進されることが明ら

かになった。 

2)また、このような都市計画行政担当者のSCCは、一般

的に観察が容易な個人属性からは統計的に有意に説

明されないことが示された。それがどのように形成

されたものなのかは個別に過去に遡及した調査が必

要であることが明らかとなった。 

3)実際に各個人の生い立ちや過去の経験に関する記述方

式の遡及調査にもとづき、レトロスペクティブ・ア

ナリシスを実施することで、幼少時以前にその地域

に住み、義務教育時に地域に関する教育を適切に受

けていることが地域への誇りの醸成において一定の

役割を果たしていることが示された。また幼少時か

ら住む者ほどその地域にあらかじめ備わっていた事

物に対して誇りを感じる傾向があることも明らかに

なった。 

4)SCCを強固なものとする上で、一度他地域に転出した

り、また他地域の者に客観的な地域の評価を受ける

といった事がプラスに機能する場合があり、外部と

の関係も重要であることが解明された。さらに、後

からその地域に居住するようになった者にとっては、

SCC醸成のきっかけとしてメディアの効果や、また自

ら参加・学ぶ機会を活用することの意義が相対的に

大きいことが示された。 
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